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はじめに 

 無線通信技術は、近年広く調査されて、研究され
ている 

 

 

 アクセス制御方式 

 CSMA/CA     隠れ端末問題 

 RTS/CTS 
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アドホックネットワーク 
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CSMA/CA 
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隠れ端末問題（Hidden Terminal Problem） 
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隠れ端末問題（Hidden Terminal Problem） 

 アドホックネットワークの最も重要な課題の一つ 

 正常な制御ができずにスループットが低下 

 

 隠れ端末問題の衝突を防ぐために… 

 

 

 RTS/CTS（request to send/clear to send） 
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隠れ端末問題（Hidden Terminal Problem） 

 RTS/CTS（request to send/clear to send） 
隠れ端末問題の衝突を防ぐ 
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RTS/CTS（request to send/clear to send） 
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RTS/CTSの課題 

 多くの通信資源を消費 

データ転送が開始される前に通信遅延が付加される
ため 

 

 CSMA/CAよりもスループットが低下 

 

 通信負荷が高い場合には適するが、 

  通信負荷が低い場合には適さない 
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MRTS/MCTS 

 Multichannel RTS/CTS 

マルチチャネル送信要求/送信許可 

 

 シングルチャネルのRTS/CTS対し、 

  MRTS/MCTSは、マルチチャネルを用いることで 

  スループットの向上を図る 
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シュミレーション結果 

 802.11（RTS/CTS） 

  54ノード：2.7Mb/秒 

  108ノード：2.8Mb/秒   

 

 AMNP （MRTS/CTS） 

  54ノード：5.1Mb/秒 

  108ノード：6.0Mb/秒  
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シュミレーション結果 

 MRTS/MCTSを使用することによって 

  RTS/CTS交換を行うIEEE802.11よりも良い結果が
得られた 

 

 AMNPは高いスループットを提供することをシミュ
レーションで示した 
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ご清聴ありがとうございました 
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